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1 研究開発の目的 
    災害発生時において、運用担当者が一体となって地域の通信環境を迅速に復旧できること 

2 研究開発の概要 
  地域の関係機関が一体となって通信環境を復旧させるための技術の研究開発 
3 期待される研究成果および社会的意義 
  通信環境の災害対策を、実践的かつ実用的でコスト負担の低い解決手法で提供すること 

研究内容説明図 
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